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高齢者の終活支援として身元保証や死後事務、日常生活支援等がありますが、
行政として終活支援担当部署を新設し、しっかりと位置づけをしたことや、終活
支援優良事業者の認証をすること、各区役所に相談窓口を設置したことは大事
なポイントであると認識し、大変参考になりました。

健康福祉常任委員会

委員長のひとこと

視　察 １月２０日　静岡市（静岡県）　　 高齢者の終活支援
《視察概要》

総務経済常任委員会

自動運転バスが道路や人、他の車両など周りの状況をどう判断し自動運転を
行っているのかの説明を受けるとともに、細かく質疑をすることができ参考に
なりました。
また国の「地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金　」の活用状況も知る
ことができ、今後の市の地域公共交通にとって大変有意義な視察になりました。

委員長のひとこと

視　察 １月３０日　深谷市（埼玉県）
《視察概要》自動運転バス実証実験

コミュニティバス「くるリン」デマンドバス

地域へ強い愛着を持つ方々が住んでいて、そこからまちづくりのエネルギーが生
み出されていることが実感できました。多くの方々が団地を生活の場所、憩いの
場所、活躍の場所として活用していることを感じ、新所沢、小手指、椿峰等の団
地だけではなく、旧庁舎・文化会館跡地の活用（中心市街地）にも参考になる
視察となりました。

委員長のひとこと

視　察 ２月４日
《視察概要》公民連携、官学連携

リノベーションまちづくり、まちづくり会社

生活の足となる地域内バス・デマンド交通に対し、国が運賃収入の不足分を支援し、公共交通ネットワークの維持を図る補助金

左近山団地
洋光台北団地・中央団地
（神奈川県　横浜市）

建設環境常任委員会
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長谷川　礼奈 青木　利幸 小林　澄子

神戸　鉄郎 花岡　健太 植竹　成年 大石　健一 中　毅志

入沢　豊 末吉  美帆子

先生たちの負担軽減を考えると、顧問の
先生がその場にいなくても指導ができる
部活動指導員が多くなったほうがよいと
思うが、どのような基準で決めるのか。

教職員として、かつて部活動で教えた経験や、外
部指導員の経験があるとか、あとは校長が面談し
て、一定の知識や技能があって「この方なら大丈
夫」と認めた方を基本的には認めている。

3/13　所管事務調査事項　学校教育について 《会議録》

《当日の動画》

不登校の生徒には、先生が連絡を取った
り、家庭訪問をしたりといろいろやってい
ると思うが、支援体制はどうなっている
のか。

　地方自治法改正によ
る通年会期制の説明に
始まり「通年会期制＝
ずっと議会をやってい
るのか?」を解説いた
だきました。

　第２部前半は、通年会期制導入に関する振り返りを行いました。導入以前より市民等から会期日数の増加、それに伴
う業務や支出増など懸念されていましたが、導入前後の会期日数データや取組の感想を踏まえ、現状懸念される事態に
はないことを確認しました。

学校教育課の中にある健やか輝き支援室が、主
に学校のサポートをしている。不登校については、
月に1回、各学校から報告をもらい「これは心配
だな」「サポートが必要だな」ということに関して
直接学校とやり取りをして、助言をしている。

市民文教常任委員会

議会運営委員会
所沢市議会は年中やることになったの?

～通年会期制について～　政策討論会
令和7年5月より通年会期制に移行し、その振り返りを行うため、議会運営委員により政策討論会を開催しました。

第１部

基調講演
通年会期制
について

第２部

議員間
討論

　第２部後半は、廣瀬教授をファシリテーターとして「次年度以降に向け、通年会期制を定着させるために整理・見直し
すべき点は?」というテーマで意見を述べ、活発な討論が行われました。

司　会

法政大学法学部政治学科
教授　廣瀬 克哉　氏

副委員長
大久保　竜一

委 員 長
大舘　隆行

開会のあい
さつ
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